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情 報 イ ン フ ラス トラクチ ャー の経 済 的 意 義

紅
.

1は じ め に

戸 崎 肇

1970年 代 末 に米 国で 始 ま った,航 空 産 業 に お け る規 制緩 和 の潮 流 は,世 界 的

な規 模 で,航 空政 策 に劇 的 な変 化 を もた ら した 。 つ ま り,従 来 行 わ れ て きた 公

的 規 制 を撤 廃 し,完 全 な 自由競 争 の 状 態 を追 求 す る こ とに よ っ て,資 源 の最:通

な配 分 をな さ しめ よ う と した の で あ る。

この 規 制 緩 和 の理 論 的 基 礎 と な っ た の が,い わ ゆ る コ ンテ ス タブ ル ・マ ー

ケ ッ トの理 論 で あ る。 これ は,参 入 と退 出 の 費用 が小 さ い 産業 で は,実 際 に寡

占 あ る い は独 占的 な状 況 が 成 立 して も,新 規 参 入 の可 能性 さ え存 在 す れ ば,競

争 的 な 料 金 が 成 立 し,資 源配 分 が 効 率 的 に な る とい う もの で あ る1)。政 策 の 導

入過 程 に おい て は,特 に固 定 資 本 の 大 きな部 分 を 占 め る航 空 機 が,中 古 機 市 場

の発 達 や 短 期 リー スの 活 用 に よ り,埋 没 費用(サ ンタ コ ス ト)と は な ら ない こ

とに強 く力 点 が 置 か れ た 。 そ の 結 果,航 空市 場 は コ ンテ ス タ ブ ル ・マ ー ケ ッ ト

で あ る とい う認 識 が 広 が り,規 制緩 和 政 策が 推 進 され る こ と に な った の で あ る。

しか し,米 国 にお け るそ の後 の 変遷 を見 る と,一 時 は価 格 の 低 下,サ ー ビス

の多 様 化 とい った,自 由競 争 に よ る成 果 が もた.らされ た もの の,10年 ほ どた っ

た頃 か ら再 寡 占化 の 傾 向 が顕 著 とな っ て きた。 これ は,当 初 の 規 制 緩和 の論 議

1)W、J.BAUMOL,J.C.PANZAR,ANDR.D.WILLIG,CO鐸 丁那7×8ZEM4RκE7習AND

=rHE1■HEORYOFINDし'STRIALSTRUCTURE,HARCOURTBRACEANDJOVANO-

VICH,1982;W.W.SHARKEY,THETHEORYO1,NAZ'し1RAムMONOPOLY.CAM-

BRIDGEUNIVERSITYPRESS,1982.
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に おい て 十 分 に考 慮 さ れ な か っ た 要 因が,コ ンテ ス タ ブ ル ・マ ー ケ ッ トの 阻害

要 因 と して 重 要 性 を増 して きた た め で あ る と考 え られ る。

この 論 文 にお い て は,そ の ひ とつ の大 き な要 因で あ る,航 空 産業 に お け る情

報 基 盤 とい う問題 につ い て考 察 を行 う。 こ こ にお い て 中心 を なす もの は,航 空

産 業 は公 益 産 業で あ る とい う視 点 で あ ゆ,各 航 空企 業 が 事業 展 開 を繰 り広 げ て

い く過 程 に おい て,そ の 私 企 業 性 か らあ る一 定 の公 共 性 を保 つ た め には ど うす

れ ば よい か,公 的 規 制 の あ り方 や企 業 の 「倫 理 綱 領 」 とい った もの を いか に確

立 して い くか とい う,情 報技 術 の 進 歩 に 適応 した新 しい 公 益 事 業 統制 論 で あ る。

昨 今 に お け る情 報 技 術 の 進 歩 は,航 空 市 場 に革命 的 な変 化 を巻 き起 こ し,そ

の結 果,市 場 経1剤 こは な くて は な ら ない 「公 正」 とい う概 念 を実 現 す る手段 を

変 化 させ た2}。 これ に伴 って,従 来 の公 益 事 業 論 も変 質 を余 儀 な くさ れ る こ と

に な る。

航 空 産 業 に は,業 態 の特 徴 と して 収穫 逓増 の性 質が あ る。 そ れ 故 各企 業 は,

よ り大 きな 利 得 を 得 る た め に カ ッ ト ・ス ロー ト ・コ ンペ テ ィシ ョ ンを行 い,自

然 独 占へ の道 を歩 む こ と に な る㌔ しか し,公 益 性 を持 つ 交 通 サ ー ビス の 生 産

に お い て,果 た して こ う した 独 占が 認 め られ るの か が 問題 とな り,公 的 機 関 に

よ る統 制 が行 われ る よ うに な った 。

こ う した 公益 事 業 統 制 論 は,近 年,情 報技 術 の 発展 に よ って,自 然 的独 占理

論 の 基礎 で あ った規 模 の経 済 につ い ての 妥 当 性 に疑 問 が生 まれ て きた㌔ ま た,

公 益 事 業 が 国有 企 業 や 公 営 企 業 と して 運 営 さ れ た 時 に生 ず る官 僚 的 な硬 直性 と

2)公 正 とい う概 念 に は,さ まざ まな ア プローチが 可 能で あ るが,さ しあ た り,J.RAWLS,

THEORYOF.乃 写㎜;HARVARDUNIV.PRESS,1991(矢 島釣次訳 阯:義 論』,紀.ノ 国縦

書店,1979年)を 参照の こと。 ここで は,公 正 とは社会の中で最 も困難な状況 にある人々を,

よりよい状態にある人 々が支援 し,社 会の人々の多様 な欲求に対 して機会を保 障するルー.ルを設

定す ることを公正 と呼んでい る.情 報技術が.展開 する以 前には,公.止 とは機会の均等 を恋味 した

が,情 報の蓄積が社会的に進 むと,共 通 の資産 となる情報 を社会が整備 し,情 報 へのアクセ スを

保証す ることが公正の重要な内容 となる。

31北 久.『 公益企 業論』 全訂新版,衷 洋経済新報社,1974年 。

J.R.COMMONS,Aρ0α1ME四7nRYI丹5π)尺yθF湘 ルfεRICMNINDし157RmムSOCIF

TY,191り;DrrTO,LEGALFOUNDATIONSOFCAPITALISM,191A.

4〕 日本で は林敏彦,米 国 ・英 国で も多数 ある。
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生 産 性 の停 滞 が 指 摘 さ れ る な ど5,,総 じて効 率 性 の 面 か ら改 め て見 直 さ れ る こ

と にな った 。 そ の結 果,規 制 緩 和 の 主 張 に従 って,競 争 原理 の導 入,国 有 公 有

企 業 の 民 営化 な どが推 し進 め られ て きた とい え る。

と はい え,公 的規 制 は完 全 に不 要 とな った の で は な く,直 接 規 制 の必 要性 は

な くな った もの の,公 正 な競 争 を保 証 す る基 盤 の 整備 は,.公 的 に な され る必 要

が あ る。 この点 の検 討 にお い て 参 考 とな る の は 「連 結 の経 済 性 」 とい う理 論 で

あ る。

従 来,企 業 の実 力評 価 は,主 に規 模 の 経 済 性 の 面 か らは か ら れ て きた。 従 っ

て,公 共 介 入 も,こ の 規 模 の 調 整 とい う観 点 か らの み 行 わ れ,規 制 緩 和,分

割 ・民 営 化 が推 進 され て き た。 しか し,情 報 技 術 の 進 歩,情 報 社 会 の 進 展 に

よ って,こ れ だ けで は実 力 が と らえ られ な くな り,こ う した 観 点 とは 別 の新 た

な企 業 評 価 の指 標 が 必 要 にな って きた。 この よ うな観 点 を 「連 結 の 経 済 性 」 と

呼 ぶ。 これ は情 報 ネ ッ トワー ク化 の 時代 の到 来 を迎 え,業 際 化 の 進 展 に よ って

生 じて きた もので あ り,従 来 の 「範 囲 の経 済1生」 と対 比 させ る形 で 宮 沢 健.一氏

が 提 唱 した 概 念 で あ る6}。範 囲 の経 済 性 が,主 と して 単 一 主 体,単一 組 織 の 立

場 に着 目 し,そ の主 体 に よ る複 合生 産 を説 明す る の に対 し,連 結 の 経 済 性 は,

複 数主 体 間 の結 びつ きが 知 識 ・技 術 の 多重 利 用 に よ っ て生 み 出 す 経 済 性 を 意 味

す る。 この よ うに,企 業 は,た とえ 自己資 本 が 小 さ くて も,他 社 とお 互 い の 資

産 を活 用 しあ う こ とに よ って,言 い 替 え る な ら相 互 利 用 す る こ と に よ って競 争

力 を 高 め る こ とが で きる。 そ して新 た な生 産 力 を生 み 出 し,ま た 生 産 性 を 高 め

る こ とに よ って新 た な利益 を生 み 出 す の で あ る。 現 在 は,コ ス トや リス クの 軽

減 策 と して 多用 され てい る コー ド ・シ ェ ア リ ン グ方 式 や マ ー ケ テ ィ ング協 定 な

ど も,本 来 は こ う した発 想 が 実 現 さ れ た もの な ので あ る。 この よ うな提 携 関 係

を作 り出す 力,す なわ ち ネ ッ トワー クの構 築 力 の差 を生 み 出す もの が,現 代 に

5)林 堅太 郎 『プ ラ イバ タ イゼ ー シ ョ ン」,法 律 文 化 社,1990年 な ど。

6)宮 沢健一 一 『産 業 の 経 学斉学 」 第2版,東 洋 経 済 新 報#t,1987年;宮 ガ:こ,『業1祭fヒ と情 報fピ ー 産

業 社 会 へ の イ ンパ ク ト』,有 斐 閣 リブ レ20,1983年;宮 沢,『 制 度 と情 報 の 経 済 学 」,有 斐 閣,

1986年 。
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お い て は参 入障 壁 と して働 い て い る とい う問題 が あ る。

ぞ.こで,以 下 で は,航 空 産 業 にお け る情 報 の役 割 の具 体 的 検証 を行 う。 こ こ

で取 りあ げ る の は,コ ンピ ュー ター ・レザ ベ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム(CRS)と

多 角化 で あ る。 これ らの 事 例 の検 証 を通 して,現 代 航 空 産 業 に お け る新 た な る

公 的 規 制 は ど うあ るべ きか につ い て,提 言 を行 う。

II航 空産業における情報の役割の具体的検証

1.CRSの 国 際 的展 開

情 報 技 術 の発 展 を通 して,現 代 に お け る航 空 産 業 に お い て は,コ ン ピ ュー

ター予 約 シ ス テ ム(CRS)の 果 たす 役 割 は極 め て 重 要 な もの とな った。 今 日

の よ うに,国 内線,国 際線 と も便数 が格 段 に増 加 し,競 争 が 激化 して い る状 況

に お いて は,商 品 が 「ス ペ ー ス」 とい う在 庫 の きか な い即 時材 で あ る とい う事

情 も手 伝 って,営 業 戦 略 ヒ,CRSに よ る在 庫 管 理 能 力 の 向 上 は,最 優 先 の課

.題 と な った の で あ る。

一 般 に
,CRSの 展 開 が もた らす 利点 と して は,次 の よ うな ものが 挙 げ られ

る㌔

1.顧 客 の購 入 を 容 易 に し,販 売 促 進 につ な げ る こ とが で きる。

2.CRSを 通 して 。 リア ル タイ ムで 得 られ る座席 の 販売 状 況 に対 応 して,効

果 的 な販 売 管 理 ・収 入管 理 を工 夫 し うる。

3,様 々 な顧 客 情 報 を入 手 す る こ と に よ り,今 後 の販 売 政 策 を立 て る上 で,大

い に役 立 たせ る こ とが で き る。

4.代 理 店 か らの加 人 手 数 料 ・予 約 手 数料 の受 け取 り。

5.代 理 店 の ニ ー ズ を容 易 に把 握 で き る と と もに,代 理 店 との関 係 を よ り強 固

な もの にす る こ とが で き る。

米 国で は,1978年 の規 制 緩 和 に よ って,航 空 会社 問 の激 しい 競 争 が 開 始 さ れ

7}石 井晴夫 「航空産業におけるネ ッ トワーク ・マネージメン トの..考 察一 戦略情 報システム と

してのCRSの 研究」,「公益事業研究」,第40巻3号,1989年 所収 。
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た 。 そ の 中 で,C.RSは 非 常 に大 きな役 割 を果 た した 。CRSの 展 開 は,費 用

面 で も,ま た情 報 の蓄 積 とい う面 で も莫 大 な 埋 没 費 用 を もた らす 。 そ の た め,

新 規 参 入 者,小 規 模 経 営 者 の立 場 は 極 め て 弱 くな る。 加 え て,開 発 に お いて 先

行 した ア メ リ カ ン航 空 や ユ ナ.イテ ッ ド航 空 の 優 位:は動 か し難 く,両 者 のCRS

を 中心 と した統 合 化 ・寡 占 化 が 進 ん だ 。 こ う した統 合 化 は,グ ロー バ ルな レベ

ルで も進 行 し,世.界 の 航 空 会 社 はCRSを 軸 と してい くつ か の グル ー プに ま と

ま っ てい った(図 ユ/。

名 和 小 太 郎 氏 は,大 きな デ ー タ ・ベ ー スが 小 さ な デ ー タ ・ベ ー スを吸 収 して

巨 人化 して い く傾 向 を 「マ タ イ効 果 」 と名 付 け たB)。現 在 は,い ま だ そ の進 行

過程 に あ る と考 え る こ とが で き る。 林 紘 一 郎 氏 は,「 マ タ.イ効 果 」 は過 渡期 の

現 象 で あ り,成 熟 期 に聡 い て は,集 中 と分 散 との 最適 解 を 見い だ す 方 向 に転換

す るだ ろ う と述 べ て い る%そ れ で は,そ の最 適 解 で あ る レベ ル とは ど うい つ

だ もの を指 す ので あ ろ うか 。

CRSは,先 述 の よ うに,そ の端 末 を通 し.て様 々 な情 報 を吸 い ヒげ,そ れ を

戦 略 的 に活 か して い け る とい う特 性 を持 つ 。 これ は,国 際 的展 開 を考 慮 す る な

ら,瞬 時 に して,自 由 に,世 界 中全 る と こ ろ の情 報 を 拾 い だ し,狭 い意 味 で の

航 空 事 業 の枠 を 超 え て,広 く文化 の 普及 に も役 立 つ 可 能性 も持 つ こ とに な る。

こ う した 点 か ら見 て,新 た にVANを 展 開 す る よ りも,こ う した既 存 の ネ ッ ト

ワー クを 活 用 し,そ れ に文 字 通 り付 加 価 値 た る情 報 を流 して活 用 す る とい う こ

とは,効 率 的 で あ り,望 ま しい 道 で あ ろ う。現 に そ う した試 み は,い くつ か の

会 社 が行 っ て い る。

こ こで 考 え な けれ ば な ら ない の は,そ の よ うな情 報 を発信 し,享 受 す る 自立

性 ・独 立 性 を いか に して 保 つ か とい う問題 で あ る。 マ タイ効 果 の 進展 に よ って

統 合 化 は進 んで い って も,完 全 な独 占体 制 に まで 至 る こ とは,今 の社 会制 度 が

許 さ ない で あ ろ う。 しか し,強 者 間で のバ ラ ンス ・オ ブ ・パ ワー の状 態 下 で,

8)名 和ノ1・太郎 『情報社会の作法」,時事通信社,1985年,217ペ ージ。

9〕 林紘一郎 「ネットワーキングの経済学」,NTT出 版,1989年,85ペ ージ。

母
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力 の弱 い 国 や 地 域 が,そ の情 報 の担 い 手 た る力 量 を 失 い,こ の 面 で の独 立 性 を

奪 わ れ る危 険性 は存 在 す る。 そ うなれ ば,ネ ッ トワー クは 公 器 と して の役 割 を

果 たせ な くな って しま うので あ る。

そ こで,先 の 最適 解 とな る レベ ル につ い て 再 考 す るな らば,企 業 間 で は な く,

国 家 間 ・地域 間 に お い て,相 互 に情 報 の 担 い 手 と して の独 立 性 が保 た れ る レベ

ルが,最 低 限保 証 され る必 要 が あ る と考 え られ る 。従 来 の よ うに,CRSの 展

開 を審 査 す る場 合 に は,.企 業 の み に視 野 を 限 った独 占度 の評 価 を基 準 とす るの

で は な く,地 域 が いか に 自 由 に情 報 の 交 流 に参 加 し うる か とい う観 点 か ら,展

開 の ルー ルづ く りを 進 め てい か な けれ ば な らな い 。

2.航 空 業 界 にお け る多 角化

a..多 角 化 の持 つ 意義

経 営 の多 角 化 を推 し進 め る誘 因 は,収 益 性 の 増 大 や,経 営 に お け る 不確 実性.

の 除 去 な ど,様 々 な もの が 考 え ら れ る、,特に航 空 業 界 に お い て は,デ レギ ェ

レー シ ョ ン以 降 の 激 しい競 争環 境 の 中,そ れ に耐 え う る体 質 を育 成す る上 で,

多 角 化 の推 進 は生 き残 りをか けた 重 大 な命 題 とな つだ の。

多 角 化 の 効 果 と し て よ く取 り上 げ ら れ る も の に,「 範 囲 の 経 済 性 」

(ECONOMIESOFSCOPE)力 竃あ るn〕。 これ は,情 報 を 基 礎 に した 既 存 の 資

源 の 有 効利 用 を意 味 し,様 々 な異 な るサ ー ビ スを 同 一 の 機材 ・設 備 ・経 営 組 織

で 提 供 で き るた め に,異 な るサ ー ビス を異 な る経 営 主 体 が提 供 す る場 合 に比 べ

て,同 主 体 が 提 供 した ほ うが よ り安 い 費 用 で,従 って よ り効 率 的 に提 供 で き

る とい う もので あ る。 現 在 の 土 地 供 給 難 の 状 況.トで土 地 の高 度 利 用 を はか るた

め に は,今 あ る施 設 を見 直 して,新 た な 事 業 領 域 を創 造 せ ざ る を え な い。 また,

10}し か しながら,最 近では,長 引く不況化で,深 刻な経営危機が叫ばれる日本の航空企業などで

は,本 体⑳不振によって,こ うした多角化の体制を維持する体力を全く失い,切 り売りのような

形で関連部門を切 り離し,「本業回帰」への縮小傾向が見られるようになった。
11}W.J.BAUMm.,J.C.PANZAR,ANDR.D.WILLIG,CONTESTABLEMARKETSAND

㎜ ㎜ORYOFINOUSTRLALSTRUCTURE,HARC()URTBRACEANDJ{)VANO.

VICH,1982;宮 沢,前 掲各論文。
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経 営 の組 織 面 を考 えれ ば,大 規 模 化 に よ る組織 の硬 直 化 の弊 害 を取 り除 き,組

織 の 活性 化 を 図 り,企 業 の 内部 に活 力 を与 えな けれ ば な らな い。 この よ うな要

求 に も合致 す る と とうか ら,範 囲 の経 済 性 に よ る効果 に対 す る期 待 は大 きい 。

以 上 は,既 存 の組 織 の 「死 んだ 部 分 」 を活 か す とい う,内 部 容 積 の拡 充 で あ

る。 これ に対 して,さ らに主 体 の外 部 へ の ダ イ ナ ミ ックな事 業 展 開 を:考え る こ

とがで きる。 そ れ は,本 来 の 業務 を通 じて 蓄積 さ れ た情 報 を生 活 情 報 と して 提

供 す る こ とに よ って,新 しい ビ ジ ネ ス機 会 を創 造 しよ う とす る動 きで あ る。 航

空 事 業 の場.合に は,輸 送 を通 じて得 られ る情 報 を組織 的 に,つ ま り情 報 の ネ ッ

トワ ー ク を構 築 し なが ら提 供 す る こ とに よ っ て,ビ ジ ネ ス領域 を拡 大 して い く。

こ う した 「総 合 産 業 提 案 型 」 「総 合 生 活 提 案 型 」 の 多 角 化 戦 略 を,航 空.各社 は

実 際 に推 進 して き た。 例 えば 日本 航 空 は,そ の グル ー プ の戦 略 と して 「総 合 生

活 文化 産業 」 と い う概.念を提 唱 し,豊 か な 生 活 文化 の創 造 を,そ の社 会 的 使 命

で あ る と した13,。

b,多 角 化 の展 開 に.おけ る問 題 点

(1)既 存 業.界 との調 整

多 角 化 を推 進 す る上 で 考 え な けれ ば な ら ない 問題 が あ る。 そ れ は 第1に,旅

行 業 界 な どの既 存 の 産業 との住 み 分 け を どの よ う に行 って い くか とい う問題 で

あ る。 業 際 分 野 に お け る旅 行 業 界 と航 空 業.界の 間の フ リ ク シ ョンはす で に顕 在

化 して い る。 そ の ひ とつ は,自 社 系 流 通 と して,航 空 会 社 が 自 ら旅行 代 理 店 を

設 立 した こ とに よる 。 そ こに は,育 成 とい う観 点 か ら当 然 に優 遇 政 策 が と られ

る こ とに な り,他 の 旅 行 代 理 店 の 間 に不 公 平 感 を醸 成 す る こ と に な った 。 そ し

て,旅 行 業 界 全 体 と して も,航 空 業界 が旅 行業 界 を支 配 す る動 きだ と して 警戒

す る こ と にな った 。

も うひ とつ は,航 空 会 社 が 航 空 券 の 販 売 に 関 して,企 業 へ の 直接 販 売 な ど,

独 自 の販 売 ルー トを 開 拓 しつ つ あ る こ とで あ る 。航 空 各 社 は,CRS部 門 を独

立 させ,企 業 に直 接 端 末 を設 置 す る こ とに よ っ て,従 来 旅 行 代 理 店 の 意 向 に左

1H)中 田重光 「日本航空のグループ戦略」,ダイヤモンド社,1990年 。
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右 され が ちで あ った 販売 戦略 を.直接 コ ン トロー ル し,か つ 販 売 手 数料 の節 約 も

はか ろ う と して い る。'

こ う した 航 空 業界 の旅 行 業 界 へ の進 出 は,旅 行 業 界 側 に 販 売 す る財 を生 み 出

す 能 力 が劣 るが故 に,死 活 をか け た問 題 と して 非 常 に深 刻 に 受 け とめ られ て い

る。

② 独 占禁IF.法 との 関 係

これ ま で,大.企 業 の 多 角 化 の過 程 は,一 部 に は大 企 業 とベ ン チ ャー企 業 と

い った 中小 企 業 との提 携 とい った ケー ス も見 られ た もの の,主 流 と して は,小

さ な市 場 を大 企業 が 席 捲 してい く過 程 と とらえ られ て きた 。.種 の企 業 集 中で

あ る。 こ の よ うに,従 来 の垂 直 的 ・集 約 的 な統 合 戦 略 は,ト ラ ス トの 形 成 で

あ っ た。 しか し,現 在 で は,独 占禁 止 法 の制 約 の 下 で,.こ の 垂 直 的 ・集約 的 な

統 合 戦 略 は一 定 の 変 質 を遂 げ な けれ ば な らない 。 具 体 的 には,各..ll体 は,形 式

的 に は独 立 した 形 態 を保 ちつ つ,そ の上 で 協 調 す る とい う形 を とる よ うに な っ

てい る。 これ が,航 空業 界 の場.合に は,い わ ゆ る グ ルー プ戦 略 とな っ て い る。

中 田氏 は,「 グ ル ー プ」 と 「系 列 」 の 違 い を次 の よ うに とら えて い る1」〕。

「系 列 」 と は,排 他 的で 極 めて 密 接 な取 引 関 係 の あ る状 態 を い い,支 配 と従

属 の 関 係 が 濃厚 で あ る。 これ に対 し 「グ ルー プ」 は,資 本 や取 引 を通 じて利 害

を と もにす る企 業 集 団で あ り,よ り対 等 性 が 強 い 。 これ は,先 述 の 「連 結 の経

済 性 」 に近 い状 態 で あ る。 つ ま り,情 報 をそ の 関係 の 土 台 と し,情 報 の提 供 と

見 返 りとい う契 約 で 関係 が 成 立 して い るの だ 。

情 報 の 実 際 の受 け渡 しの場 とな るの は人 脈 で あ る 。 つ ま り,人 脈 に よ る情 報

の つ な が りに よ って 関係 が 保 た れ て い る。 大 企 業 は,自 らの 内部 で 育 てた 人 材

を提 携 先 の 中小 企 業 に派 遣 し,ノ ウハ ウを伝 授 す る と と もに,当 人の 起 業 家 精

神 を 鼓舞 さ せ る凶。 ま た,中 小 の側 で は,自 らの 内部 で は 生 か し きれ な い まま

に温 め てい る ア イ デ アや 提 案 をL位 企 業 に吸 い上 げ て もら う こ と に よ って,そ

13)中 田,同 上,15ペ ー ジ。

14}た だ し,現 在 にお い て は,不 況期 に お け る 余剰 人 員対 策 と な ゲ ⊂い る面 も否 定 で きな い 。
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の 実現 を はか る。

この よ うに して,お 互 い に独 立 した 関 係 を保 ちつ つ,か つ お互 い の持 つ 力 を

効 果 的 に発 揮 す る機 会 を創 り出 す こ とぷ で き る。 ま た,こ う して お互 いの 独 立

性 を保 ち,本 体 以 外 の 上 場企 業 を 増 や せ ば,グ ル ー プ経 営 の実 態 を よ り広 い 立

場 か ら デ ィ ス ク ロー.ズさ せ る こ とに よ って,組 織 間 ・組 織 内 で の 緊 張 関係 をよ

り高 め る こ とが で き,グ ル ー プ化 の反 作 用 と しての 本 業 回 帰 の動 きを 防 ぐ こ と

が で き る。

た だ,こ こで 問 題 とな る の は,グ ル ー プが どの 程 度 の広 が りを もつ ものか,

また,そ れ が どの 程 度外 部 に対 して 開か れ た もので あ るの か とい う こ とで あ る。

た と え形 態 が 異 な るに して も,新 た な独 占へ の可 能 性 を秘 め る もの で あ る こ と

に は変 わ りが な い 。

c.多 角 化 の 将 来 の展 望

将 来 にお い て,航 空企 業 の 多角 化 が 進 展 して い く可 能性 は 高 い。 しか し,そ

の 公益 性 か ら考 え て,そ の多 角 化 の 及ぶ 範 囲 に は一定 の制 約 が 課せ られ る必 要

が あ る よ うに思 わ れ る。

井 口典 夫 氏 は,こ れ まで 行 わ れ て きた.公益 事 業 の多 角化 につ いて の論 点 を ま

とめ て い るL5}。そ の 中で,公 益 事 業 の兼 業規 制 の 緩和 に 伴 う問 題 点 と して,次

の こ とを挙 げ てい る。 公益 事 業 に は,必 需性 の高 い財 ・サ ー ビスの 提 供 に専 念

で きる よ う,様 々 な特 権 が 与 え られ て い るが,そ れ らはあ くまで,本 業 の 円 滑

な遂 行 と利 用 者 の利 益 を保 護 す る た め に与 え られ た もの で あ って,当 然 な が ら

多 角 化 した 事 業 の た め に濫 用 す る こ とは許 され ない 。

航 空 産 業 の 場 合 に は,こ れ まで に行 わ.れた 規 制 緩 和 ・撤 廃 に よ り,こ こで い

う 「特 権 」 にあ た る もの は ほぼ 解 消 され た 。 しか し,こ れ とは 別 の観 点 か ら,

これ に近 い歯 止 め の 要件 が 考 慮 され な けれ ば な らな い 、、そ れ は,航 空 企 業 の入

手 しう る情 報 の 質 で あ る。

15)井 口典夫 「公益 事業の経営多角化 問題 における一 考察」,「運輸 と経済」,第49巻 第4号,ユ989

年4月 所収。



「

52(440)第155巻 第5・6号

公 益 事 業 と して の航 空 事 業 が 入 手 す る情 報 は,国 民 生 活 の基 盤 に関 わ る もの,

つ ま り一種 の公 共 性 を持 った,公 共 情報 に準 じる情 報 が 多い 。 従 って,そ の利

用 に 関 して は,節 度 と もい うべ き...淀の制 約 が加 え られ な けれ ば な らな い 。 そ

の判 断基 準 と な るの が,そ の利 用 しよ う とす る情 報 が,住 民 の 生 活基 盤 を 高 め

てい くもの か ど うか,と い う点 で あ る。 この 点 を勘 案 して,公 共 性 か ら も経 営

面か ら も望 ま しい 多角 化 の 方 向 を見 い だ し,多 角化 に お け る優 先順 位 をつ けな

けれ ば な らな い。

次 に,各 地:ノ∫に お け る地 元 産 業 との利 害 調 整 を ど うはか ってい くか とい う問

題 が あ る。公 益 性 を重 ん じ,か つ 地 域 の既 存 主体 の利 益 を考 慮 した多 角 化 の 展

開 と して,ど の よ うな 方 向が 考 え られ るで あ ろ うか 。 そ れ は,地 方 都 市 か ら,

特 に世 界 に照準 を 向 け た情 報 発 信 の 媒 体 と して の役 割 を担 う こ とで あ る。 例 え

ば,地 方伝 統 産業 を,航 空 路 に よ っ て結 ば れ て い る各 空港 の売 店 で 紹 介す る な

ど して,広 く世.界に そ の存 在 を広 め て い くとい った よ うな こ とが あ る。 こ う し

た紹 介 は,こ れ まで の よ う なマ ス コ ミに よ る伝 達 で は,た だ 単 に鮮 度 の 高 い 情

報 を伝 え る とい う枠 に留 ま った 。航 空 産業 は,こ う した 枠 を超 え,街 づ く りに

と って触 媒 的 な役 割 を果 た す よ うな情 報 の提 供 の仕 方 を模 索 して い くべ きで あ

る。 つ ま り,地 域 文 化 の 向上 の た め の コ ー デ ィネ ー タ とな る こ と を 目指 す の で

あ る。 文 化 性 の 追 求,こ こに こそ,航 空 産 業 の 多角 化 の 進 む べ き道 が あ る。

III現 代航空産業における公的規制の新 しい構想

そ れ で は,こ う した情 報 の 進 展 に伴 う新'しい 状 況 に対 応 した公 正競 争 の 基盤

を,い か に して構 築 す べ きか につ い て 考 え て み よ う。

米 国 の例 に見 る よ うに,規 制 緩 和 政 策 は,そ の 初 期 に は市 場 の 活性 化 を もた

ら した もの の,結 果 的 に は再 寡 占 化 へ の 道 を た どる こ とに な っ た。 そ して,そ

の理 由 と して,ネ ッ トワー クの 構 築 力 とい う,新 た な 参 入 障壁 が 出現 して きた

こ とにつ い て は先 に述 べ た 通 りで あ る 。 この ネ ッ トワー ク の構 築 力 の格 差 の原

因 とな って い るの が,「 情 報 偏.存」 ない しは 「情 報 の 非 対 称 性 」 と呼 ば れ る状
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況 で あ る1㌔ これ は,取 引 主 体 の 一 方 に情 報 が 偏 在 して い る こ とを基 礎 と して,

他 方 の取 引.主体 が 不 確 実 な 世界 に置 かれ る こ とをい う。 現在 は,巨 大 資 本 に よ

る 阯界 的 な情 報 を通 じた ネ ッ トワー ク化 が 進 め られ て お り,ロ ー カ ル ・地 域 航

空 を担 うべ き地 元 資 本 な どの弱 小.企業 体 は,そ う した シ ス テ ムに ア クセ スす る

だ け の情 報 基 盤 を持 た な い た め に疎 外 され て しま う.ので あ る。 そ こで,ど の よ

うな 主体 で あ れ,こ う した ネ ッ トワ ー クへ の参 加 が はか れ る よ う,そ の基 盤 と

な る情報 シ.ステ ム に参 加 で きる よ う な,オ ー プ ンな シ ス テ ム を構 築 して い か な

けれ ば な らな い 。 こ こ.に,情 報 の非 対 称 性 に対 す る新 た な公 的規 制 の必 要 性 が

生 じて くる。 つ ま り,公 的介 入 に よ って,情 報 の偏 在性 を克服 して いか な けれ

ば な ら な いの で あ る。

そ れで は,こ う した 考 え に基 づ い て公 正 な市 場 へ の整 備 を行 お う とす る場 合,

実 際 に は ど の よ う な対 策 が 考 え られ るで あ ろ うか 。

現 在,い くつ か の地.方団 体 が,中 小企 業 の 異業 種 間交 流 の促 進 を はか るた め

に,シ ス テ ムハ ウ ス をつ く って い るbこ の事 例 が,航 空 市場 にお い て も有 効 な

打 開策 の策 定 にあ た って,参 考 とな るで あ ろ う。 航 空 産 業 にお い て は,先 端 情

報 の重 要 性 か ら,他 の 産 業 に比 べ て投 資 額 が 大 き くな りが ち で あ る。 ま た,そ

の た め に情 報 の 閉 鎖性 も強 く,既 存 業界 外 部 か ら の不 透 明性 は大 きい 。 そ こで,

公 的機 関 が 組 織 ・運 営 し,航 空 会社 も強 制 的 に参 加 させ た シ ステ ム ハ ウス をつ

く り,新 規 参 入 を試 み よ う とす る主体 に対 して,情 報提 供 や ノ ウハ ウの教 授 を

行 っ て い くこ とが 大 切 にな って くる 。つ ま り,デ ー タ ・べ 』 ス の 共有 化 を行 う

ので あ る。 そ の際,航 空 会社 に対 して は,一 定 の 情 報提 供 を行 うよ うに,法 的

に義 務 づ け る こ とが必 要 で あ ろ う。 ただ,航 空 産 業 にお け るネ ッ トワー ク競 争

は,常 に グ ロ ーバ ルな 視 点 で行 わ れ てい るた め,こ う した シス テ ムハ ウ ス も,

世界 的 な広 が りを も った,統 一 的 な基 準 に基 づ く もの に しな けれ ば な らない 。

そ の上 で,も し新 規 参 入 を はか る ものが 既 存 の航 空 会社 との提 携 を望 み,そ れ

にそ の航 空 会 社 が 応 じた場 合 に は,路 線 権 や.発着枠 の割 当 な どの面 で メ リ ッ ト

16〕 植草益 「公的規制医)経済学」,筑摩書房.1991年,16ペ ー・ジ。



.

r

54(岨2)第155巻 第5・6号

を与 え る こ と と し,さ らに この メ リ ッ トを,シ ス テ ムハ ウ スの コ ス ト負 担 に対

す る 見返 りで あ る と位 置 づ け れ ば,こ の よ うな試 み は よ り促 進 され る こ とに な

る と思 わ れ る。 しか し,た だ や み く もに メ リ ッ トを与 え るの で は な く,そ の提

携 が どの 程 度 地 方 の 活性 化 に役 立 つ こ とに な る のか を事前 に評 価 しな け れ ば な

ら ない 。 この 日的 の た め に は,ロ ー カ ル路 線 の優.先度 の順 位 付 け な どを行 わ な

け れ ば な らず,シ ス テ ム ハ ウ ス と は独 立 した,別 の調 査 ・分 析 部 門 の設 置が 必

要 とな って くる。

今 ひ とつ 考 え な けれ ば な ら ない の は,大 資 本 同士 の提 携 に よる連 結 の 経 済 性

か ら起 こ って くる新 た な独 占 の進 行 を,い か に制御 し,統 制 して い くか とい う

問 題 で あ る(図2)。 この 点 か ら も,世 界 的 な公 的 監視 機 構 の設 立が 望 まれ る。

連 結 の 経 済 性 の 場 合 に は,独 占度 の基 準 と して,従 来 の よ うな,は っ き りと]

に見 え る形 で の指 標 が存 在 しない ため,判 断 が 難 しい とい う事 情 が あ る。 そ こ.

で,と りあ え ず は,提 携 資 本 同士 の資 産 の 合 算 額 な ど,次 善 の代 替 の評 価 基 準

を用 い て統 制 して い くの が 賢 明 だ と思 わ れ る。

そ こで,デ ー タ ・ベ ー スの 共 有 を基礎 と した,望 ま しい企 業 の共 存 の あ り方

とは どの よ うな もの で あ るのか につ い て考 え てみ よ う。

こ こで,ユ つ の 参 考 とな る の は,パ ン ・ア メ リカ ン航 空 の 事 例 で あ る 。 パ

ン ・ア メ リカ ン航 空 は,戦 前戦 後 を通 じて,国 家 の後 ろ楯 に よ って 国 際 線 の 運

航 を半 独 占的 に支 配 し,長 い 間 国際 航 空市 場 を席 捲 して きた 。 しか し,次 第 に

放 漫 的 な経営 体 質 に 陥 り,デ レギ ュ レー シ ョ ンに よ る 市場 の 変 化 に 対 応 で きず

に倒 産,分 割 身 売 りに よ って,規 模 が 大 幅 に 縮 小 され て しま った。 こ こで パ

ン ・ア メ リカ ン航 空 が と った 再 建 策 が,"NICHECARRIER"へ の 回 帰 で あ る。

パ ン ・ア メ リカ ン航 空 は,創 業 当時 に運 営 して い た 中 南 米 路 線 に特 化す る こ と

に よ って,小 さ いが 安 定 した市 場 で 生 き残 りを 目指 した の で あ る。

結 果 的 にパ ン ・ア.メリカ ン航 空 は,不 幸 に もそ の 歴.史の 幕 を 下 ろ して しま っ

た た め,そ の後 の評 価 を行 うこ とは で きな くな った が,デ ー タ ・ベ ー ス の共 有

化 が 進 め ば,こ う した"NICHECARRIER"が 多 数 出 現 す る こ と も可 能 と な

「
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り,競 争 を行 い な が ら も,地 域 的 な住 み分 けが な され,地 域 の特 性 を活 か す よ

う な路 線 ネ ッ トワー ク の構 築 と地 域 の 活 性 化 が 見 込 ま れ る の で は な い だ ろ う

か1η。

IVま と め

以 上,情 報 との 関連 性 に お いて,航 空 産 業 の 分 析 を 行 って きた 。

まず,現 代 の航 空 産業 に おい て は,情 報 技 術 の 進 歩 に よ り,ネ ッ トワ ー クの

構 築 力 の格 差 とい った,新 しい参 入障 壁 を市 場 に もた ら し,あ らた な 寡 占化 へ

の道 を 開 いた こと を述 べ た 。 そ して,そ の状 況 が 実 際 に現 れ て い る もの と して,

CRSと 多 角 化 の 問 題 を,具 体 的検 証 の対 象 と して取 り上 げ た 。 そ の 結 果,C

RSの 展 開競 争 を公 正 な もの とす るた め に は,従 来 の よ うに単 一 の 企 業 を 対 象

と した独 占度 の審査 を行 うの で は な く,新 しい 基 準 に基 づ い た 審 査 が 必 要 で あ

る こ と,ま た,多 角化 の問題 につ い て は,公 的情 報 が 適 正 に使 用 され る よ う,

多 角 化 の優 先 順 位 をあ る程 度 公 的 に定 め て い く必 要 が あ る との 結 論 に 達 した 。

次 に,ネ ッ トワー クの構 築 力 の差 が 「情 報 の 偏 在 ご か ら生 じて い る こ とを 明

か に し,こ れ を シ.ステ ムハ ウス の 構 築 な ど,公 的 介 入 に よ って 解 消 し,「 連 結

の経 済 性 」 をペ ー ス と した公 正 競 争 の ル ー ル をつ く りあ げ て い く必 要性 を 証 明

した。 そ の上 で,将 来 の航 空企 業 の あ り方 と して,"NICHECARRIER"を 取

り上 げた 。

わ が 国 の規 制 緩 和 は,昭 和60年 に,45・47体 制 の 廃 止 が 閣議 で 決定 され た こ

とに始 ま る。 これ は,米 国 の規 制 緩 和 に大 き く影 響 を 受 け た もの で は あ っ たが,

実 際 の 政策 遂 行 に あ た っ て は,米 国 の 場 合 に比 べ て 非常 に漸 進 的で あ り,現 実

即 応 的 な もので あ っ た。 つ ま り,全 体 的 に 行 政 裁 量 の余 地 を 大幅 に残 したの で

あ るが,こ う した結 果 は,逆 に公 的.介入 が 有効 に働 き うる状 況 を維 持 した と と

らえ る こ と もで きよ う。 した が って,政 府 に は,今 後,単 純 な競 争促 進 政 策 を

17)英 国航空会長の コリン ・マー・シ ャル も,文 脈 は違 う ものの,将 来の航空業界の ア想図 として,

大手企 業 〔MEGA-CARRIER}とNICHE-CARRIERの 並存体制 を唱えてい る。
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追 求 す るの で は な く(こ れ は,市 場 基 盤 の 不 整 備 に よ り,有 効 に機 能 す る可 能

性 は小 さい 〉,上 記 の よ う な デ ー タ ・ベ ー スの 構 築 に向 か って,効 果 的 に市 場

を 誘 導 して い く こ とが 望 まれ る。
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